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ラストシーン 人生という一幕は、名画以上の物語を紡ぎだす。



『ラストシーン』によせて 佐藤忠男（映画評論家）
かつて映画の撮影所はファンからは聖域のよ

うにあおぎ見られ、そこで働くということは日々が

夢のなかであるような特別なことであると思われ

ていたものであった。この映画に描かれた人々

は若き日にそんな夢のさなかにあり、いまもその日々

をしっかり誇りとして生きて、それを輝かしい伝

統として次の世代に手渡したいと願っている。と

はいえ主人公の元スターは、そんな黄金時代を

おごりと虚飾のときとしてしかふり返ることができ

ないのだが、夢の共同体を支えてきた誇り高き

スタッフの面々は、その誇りにかけて、彼の悔恨

も心やさしい夢に変えてしまう。

かつて撮影所は夢の工場と言われた。いっ

たん残酷に打ち砕かれたその夢が、スタジオ

の霊気に荘かれるようにして甦える。これは映

画についての映両であり、カッドオ屋の心立

気を心ゆくまで謳いあげたエンタテインメント

の秀作である。
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「一瞬のまばゆさ」のために 蓮寅重彦（映画評論家）
「黄金時代」の日本映画など知るよしもない現 ようとする麻生久美子の無言の表情が不気
代の若い女性スタッフの一人が、さぴれた撮 味なまでに美しい。それは、近年の日本映画で

影所での不条理というほかはない日々の酷使 も突出した瞬間をかたちづくる（撮影の前田

にたえながら、いきなり、ありえないはずの映画 米造もそれをよく心得ている）。麻生久美子

の輝きに口伐め、そのまばゆさを索｝ULで受け の森黙であることの雄弁にキャメラを向ける中

とめてしまう。わけもわからぬまま口にした n 田秀夫は、その一瞬において、「ラストシーン」

分の一言が奇駅のように招きよせる映画の を、ノスタルジーから未来に向けて解き放つこ

輝きに脅えつつ、戸惑い気味にそれを肯定し とに成功する。
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